
令和８年度 校内研究の全体計画 

１ 研究主題 

 

２ 主題設定の理由 

本校は一昨年から、算数科の問題解決的な学習において、児童が自分なりの考えを導き出すことがで

きるための方法を日々の授業実践で試して追究してきた。「自分なりの考えを導き出すことができるよ

うに、問題解決の方法を選択・決定する活動」と「必要感をもって他者と関わる活動」を取り入れた、

個別最適な学びと協働的な学びをつなぐ算数科の授業づくりを通して、研究主題である「自ら進んで学

び、考えを広げ深める児童の育成」に力を入れ、児童が自ら進んで学び、考えを広げ深めようとする意

識をもてるようになってきた。具体的には、昨年１２月に行った意識調査の「授業中、学習のめあてを

もち、自分から進んで考えることができていますか」で、本校の９２％の児童から、「友達の考えを聞

いて、自分の考えをより良いものにしようと思ったことがありますか」で、９７％の児童から「そう思

う」「だいたいそう思う」という回答が得られた。 

１月の教研式標準学力検査ＣＲＴでは、「思考力・判断力」において、全国比１００以上を目標に設

定していた。その結果、５つの学年が全国比１００以上を達成できた。しかし、小規模校の少人数学級

として普段の学習をみてみると、学力差が顕著に感じられ、低位の児童は、自分にあった学習用具や形

態を選べなかったり、話し合いに参加できず、「お客さん状態」になったりしていた。また、自分の考

えに自信がなかったり考えを説明することができなかったりするために、交流の際に友達の考えを写

すことに一生懸命になっている児童もいた。そこで、今年度も、一昨年度と昨年度の研究を継続しつ

つ、問題解決的な学習において、児童が自分なりの考えを導き出し、算数的表現を用いて自分の考えを

伝えることができるための方法を日々の授業実践で追究していく。また、全校で統一できることや学年

間のつながりを意識した取り組みをしていく。 

 

３ 主題における目指す児童の姿 

○ 課題に対して主体的に取り組み、他者の考えを聞いて（交流をして）自分の考えを付加、修正、 

強化していく姿 

①付加…他者の考えを聞いて、納得したり、考えを増やしたりする 

②修正…他者の考えを聞いて、自分の考えを変えたり、より良いものにしたりする 

③強化…他者の考えを聞いて、自分の考えに自信をもち、表現する 

  

○ 算数的表現を用いて自分の考えを伝える姿 

算数的表現 

 

４ 研究の目標 

 個別最適な学びと協働的な学びをつなぐ算数科の授業づくりを通して、児童が自ら進んで学び、 

考えを広げ深めることができるようにする。 

 

 

「自ら進んで学び、考えを広げ深める児童の育成」 
～個別最適な学びと協働的な学びをつなぐ算数科の授業づくりを通して～ 
 

問題解決するための考えを、具体物、図、言葉、数、式、表、グラフ、算数用語
などを使って説明したり表したりすること。 

問題解決的な学習において、児童がまずは自分で考え、友達と交流する時に算数的表現を用いて自
分の考えを伝えることができるように日々の授業実践で試して追究していく。 
 また、引き続き全校で統一できることや学年間のつながりを意識した取り組みをしていく。 
 



５ 研究の内容（今年度の取り組み） 

（１） 「授業づくりのステップ」を基にした指導過程を考え、児童が見通しをもって主体的に取り組め

るための授業を行う。 

①めあての設定 

   ・学級の実態に応じ、授業者のねらいに沿った、且つ児童に分かりやすいように 

 

②４５分間の授業で、ふり返りまで終わらせるために…（他教科も含めて） 

   ・ふり返りの時間（５分間）を必ず確保する 

⇒導入を短く（時間をかけない）、教師側の意識を高める（日々の積み重ね） 

 

③学習形態（個人、ペア、グループ、教師と など） 

・一人で考える時間、ペア、グループの時間、全体の時間を入れる（時間配分は決めない） 

・上位の児童だけで、授業が流れないように（指名するなど、負荷をかけることも必要） 

 

④学習用具（タブレット端末、ノート、ワークシート、具体物 など）、表現方法 

   ・基本ノート、問題解決の手助けとして、具体物や半具体物や、クロームブックなどを効果的に組

み合わせて使用させる（全学年） 

⇒いろいろな学習用具を使う経験をさせておく、その学習用具を使うとどんなことが分かりやす

くなるか、教師が理解しておく 

 

・児童に学習用具を選ばせる時に、教師がその学習用具を用意した根拠をしっかりもっておく 

⇒教材研究はもちろんのこと、早い時期にクラスの子ども達の実態を把握し、根拠を持って用 

意する 

⇒児童が学習用具を選ぶことが目的ではない（手段） 

 

⑤文章問題に印をつける作業 

・全校共通にしたい、低学年は多少時間をかけるが、高学年は時間をかけずに自然に印をつけられ

るようになればよい 

 

⑥交流の時間 

   ・自分の伝えたいことだけを伝えるだけで終わっているので、そこから疑問につなげたり話し合

えたりできるように慣れさせていく 

  

   ・指導者が交流をする目的をもって、何のために話し合うのか、どの場面で話し合うのか単元の計

画の中で明確にしておく 

 

・考えの共有（話し合い活動の設定、ＩＣＴの活用 など） 

 

・思考の見える化（思考の可視化） 

（板書の工夫、ＩＣＴの活用、ホワイトボードの活用、具体物の操作 など） 

 

・問いへの焦点化（発問、問い返し など） 

 



⑦算数的表現 

・問題解決するための考えを、具体物、図、言葉、数、式、表、グラフ、算数用語などを使っ 

て説明したり表したりする 

 

・算数用語の掲示物があることで、児童が「困った時は、これを見ればよい」 

という意識が定着しつつあるので、継続していきたい（全学年） 

 

・主に「算数用語」＝「算数ポイント（大事なところ、解く時にしなければいけないこと、めあて

に対するまとめにつながること など」として定着させ、それを用いて説明できるように積み重

ねていく 

   ⇒説明する文章を書く、図の中に言葉を書き込む 

 

 

⑧まとめ、ふり返り 

   ・児童自身が、学習の達成感を味わい、学んだ内容を再確認するなど、次時につながる学習意欲と

見通しをもつことができるように 

 

・その日の授業で学んだことを言語化させる（自分の中に貯める） 

   ⇒知識をもっておくだけではなく、使わせる 

 ⇒ふり返りカードを作る or タブレット端末（クロームブック）のスプレッドシート 

（自分のふり返りの積み重ねをすぐ見ることができるように） 

 

 

（２） 児童の意識調査の活用（児童の算数科の学習に対する、意識の変化を把握する） 

 

（３） 学習習慣を身につけさせるために以下のことを取り組む。 

①タイピングタイム    ②スキルタイム（算数）   ③朝読書 

④おすすめの本３０冊   ⑤ノーメディアウィーク   

 

６ 研究の方法 

（１） 教材分析や児童の実態把握、単元計画等の事前研究 

（２） 指導案や発問、板書等の検討・模擬授業・提案授業・研究授業・事後研究 

（３） 文献及び、講師招聘による理論及び実践（師範授業）研究 

 

７ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

○は、各グループのリーダー 

 

校長 

研究推進委員会 

校長・教頭・牧瀬・浦郷・小川 

全体研究会 

【Ａ】○浦郷・太田・大宅・武田・教務 【Ｂ】○小川・川﨑・岩下・松尾・教頭 



８ 研究計画 

 

※Ａグループ…Ｇ研（２）、全体研（１） Ｂグループ…提案（１）、Ｇ研（１）、全体研（１） 

 

 

 

 

 

月 内容 月 内容 

４ 

 ３日：第１回研究推進委員会 

・今年度の校内研究・全体計画 

  

６日：第１回全体研究会 

・今年度の校内研究・全体計画・グル

ープ別打ち合わせ（目指す児童の姿、

学年のつながり等） 

 

２７日：第２回研究推進委員会 

・指導案の書き方・意識調査等 

 

３０日：第２回全体研究会 

・指導案の書き方・意識調査等 

１１ 

２５日：第７回全体研究会 

・全体研研究授業②（ 年） 

「          」 

－講師招聘－ 

 

３０日：第４回研究推進委員会 

 

５ 

・ 

６ 

・ 

７ 

・ 

８ 

６月 １日：第３回研究推進委員会 

   

１０日：第３回全体研究会 

・提案授業（ 年） 

       「          」 

－講師招聘－ 

 

７月８日 or１５日：第４回全体研究会 

   

２７日：夏休みグループ研① 

 

８月２１日：夏休みグループ研② 

 

１２ 

 

２日：第８回全体研究会 

・校内研究のまとめの提案 

 

 

９ 

９日：第５回全体研究会（Ｇ研） 

    ・教材研究、打合せ等（各Ｇ）  

 

１ 

２０日：第９回全体研究会 

・授業の実際と成果と課題に 

ついて 

１０ 

２１日：第６回全体研究会 

   ・全体研研究授業①（ 年） 

「           」 

－講師招聘－ 

 

２ 

 

８日：第５回研究推進委員会 

 

１７日：第１０回全体研究会 

・校内研究のまとめ 

・次年度の校内研究について 



令和８年度 校内研究構想図 

 

 

考えを広げ深めるための学習指導の工夫 

① めあての設定 

② ４５分間の授業で、ふり返りまで終わらせるための工夫 

③ 学習形態の設定（個人、ペア、グループ、教師と など） 

④ 学習用具の設定（タブレット端末、ノート、ワークシート、具体物 など）、 

表現方法の工夫 

⑤ 文章問題に印をつける作業の設定 

⑥ 交流の時間の設定 

⑦ 算数的表現の指導 

⑧ まとめ、ふり返りの時間の設定 

 

学習習慣定着のための取組 

①タイピングタイム   ②スキルタイム（算数）  ③朝読書 

④おすすめの本３０冊  ⑤ノーメディアウィーク  

    

 

家
庭
と
の
連
携 

研究の内容 

（取り組み） 

教
師
の
授
業
力
向
上 

  ふるさとを愛し、自ら学び、たくましく生きる児童の育成 

   個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた算数科の授業づくりを通して、児童が

自ら進んで学考えを広げ深めることができるようにする。 

 

問題解決的な学習において、児童がまずは自分で考え、友達と交流する時に算数的表現を用い

て自分の考えを伝えることができるように日々の授業実践で試して追究していく。 

 また、引き続き全校で統一できることや学年間のつながりを意識した取り組みをしていく。 

 

 

 

「自ら進んで学び、考えを広げ深める児童の育成」 
～個別最適な学びと協働的な学びをつなぐ算数科の授業づくりを通して～ 

 
 

学校教育目標 

研究主題 

研究の目標 


